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企業経済計算制の性格と特質
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結れ全化　い人（も　る展管独ら長しれ
合ぞ面民第るをラつこ働と理責に責ばた
でれの主二⑤とイたの　密の任五任そ権
あのぞ化の
り局れ原分’

部に則級
権のしで管
力積たあ理
下極がる・
放性わ゜分
に・なr級も創け全計
と意れ局算
ず性ば面に
くをなとつ
大十ら局い
衆分な部て
路にいのい
線発が関う
で揮’係と
あさごを’
るせの処そ゜

る一理れ
　こ切すは
　とをる　’
　と全た高
　一局め度
　致面にの
　すには集
　るし’中
　旨た局統
　・が部一
　こわはと
　のせ全局
　一る局部
　致原面の
　が則か積
　’とら極
　責し出性
　任て発・
　制のし創
　と高’意
　分度局性
　級の部を
　管統のむ
　理一必す
　・・要び
　分集性つ
　級中とけ
　計は利る
　算’益能
　のぞは率

゜

つン企よ
てY業う
みr管な’
て左理責
も右規任
その定制
の関にの
責係お内
任』り容
漿葦義⊥

慈こ鋼

れ明その
か確こ所
つにで在
自さはを｝
覚典’つ
　　党ねし

てど委に
霧塁盟
と務指に
いを導し
うと下て
条つ　　のお件て工く

みて長と
がみ場こ・まを現の制制が
　　　　　で頂段大度」は

れ任点は
て者と’
いがし明
るあて．文
よ’

りr化
う・上さ、
要ま下れ
請たの拘
さど関東
れの係力
て個P’enを

着責制八制う力
し任の年にいは
つ制否来あう大
つは定のら欠衆
統’的犬た陥の
一 党側躍めが積
的委面進’露極
集員を過五呈性
中会抑程七さ・
的指制を年れ創
指導すとにた意
導下るおはの性
をの完し’でを
大工全て党あ阻
衆場なの中る害
管長保r央゜す理責障両のこる
で任を参指のば
防制と・示たあ
衛とり一にめいす、労つ改よ五が
る働け・つ六あ
と者た三て年り
い代の結従の’
う表で合来中実
形大あ』の共際
態会るを労八に
をの゜軸働全生
生’不しと者大産
産可たす代会発
の分がる表は展
最のつと大司の
末結てこ会一速
端合’ろを長度

しし中理・場れ
たて国制そ党ば
制’にのの委は
度大お発権員や
を衆け展能会ま
完管るにを指る
成理社よ強導ほ
さ制会つ化下ど
せ度主てしの’
ての義”工しい発的単さ場ば

215



企業経済計算制の性格と特質

力資な
部金帰
がを結

・ 管で
工理あ
具しつ
に計て
つ算’
いすい
てるわ
は責ば
工任ラ
具をイ、
部おン
がうの
・と独
製い立
品う採
資原算
金則’制
にのに
つも対
いとす
てにる
は　’ス
販たタ
売とツ
部えフ
がばの
・原独

材立　れ採関資資　耗衆算原　　　　　　　　　　　　　て現料採資ば用係産金資等計を価まい段中（
に算金’　　　　し科のは産に算軸計ずる階国2つ制分工て室減す分つあと算三゜にに）
いで管場い（価べ管いるしと級そおお企

供　゚　う車こ課が間う算簡そ業との企企済
給つの間の）　　　　　　おへのを易れのい分業業計

・’ み採な購わさみなと連計は算分分に
動資ぎ算企入れれぎういし算’の級級お
力金の制業し”の゜わてを廠先管管けにを資と内’　　　　　　資全三　れそ軸部進理理る
つ使産も取製金車級　るのとは的は・分
い用分い引品に間計　方車し’形’分級
てす管、えははつは算　法間て企態廠級計
はるのよ　’　　　　　各いすの　で内・業と（計算
設も必うす車てべ基　そで全規し工算
備の然゜　　　　べ間はて礎　の計企模て場は
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